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「
伝
奇
」
と
は
何
を
指
す
の
か
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
中
国
文
学
史
上
に

様
々
な
考
え
方
が
あ
る
（
１
）

。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
「
伝
奇
」
と
は
、
唐
代
小
説
を

指
す
。
唐
の
伝
奇
は
六
朝
の
志
怪
に
見
ら
れ
る
ご
く
簡
単
な
記
述
か
ら
豊
か
な

物
語
と
具
体
的
な
描
写
へ
進
展
し
、
そ
し
て
初
め
て
意
識
的
に
創
作
し
た
と
い

う
点
に
お
い
て
、
文
学
的
意
味
に
お
け
る
中
国
小
説
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
こ
の

伝
奇
の
最
も
際
立
っ
た
特
徴
と
言
え
ば
、
や
は
り
多
く
の
個
性
を
持
つ
人
物
像

が
描
き
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
と
り
わ
け
美
し
い
女
性
像
は
伝
奇
を
特
色
づ

け
る
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
従
来
、
伝
奇
に
お
け
る
人
物
像
の
研
究
に
お

い
て
は
、『
霍
小
玉
伝
』『
鶯
鶯
伝
』『
李
娃
伝
』
な
ど
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
個

別
的
な
考
察
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た
が
（
２
）
、
全
体
的
に
人
物
群
像
に
つ
い
て

は
、
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
伝
奇
の
世
界
に
登
場
す
る
佳
人
た
ち
の
性
格
と
生
き
方
、
置
か

れ
た
社
会
地
位
と
生
活
の
様
子
、
お
よ
び
作
者
の
表
現
法
と
考
え
方
な
ど
の
方

面
か
ら
、
四
種
類
に
大
別
し
て
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
唐
代
小
説
に
お
け

る
女
性
像
の
特
徴
お
よ
び
中
国
小
説
史
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

た
い
。

『
霍
小
玉
伝
』『
鶯
鶯
伝
』『
李
娃
伝
』
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
才
子
佳
人
の

物
語
は
、
伝
奇
の
精
華
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
蒋
防
の
『
霍

小
玉
伝
』
は
、
最
も
精
彩
に
富
ん
で
人
々
を
感
動
さ
せ
た
傑
作
で
あ
る
。
特
に

薄
命
の
佳
人
霍
小
玉
が
、
詩
人
李
益
の
薄
情
に
憤
り
、
慟
哭
し
て
息
絶
え
る
一

節
は
、
深
く
読
者
の
同
情
を
そ
そ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
悲
劇
的
な
特
質
を
備
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え
る
霍
小
玉
像
に
沿
っ
て
、
さ
ら
に
崔
鶯
鶯
（
元

の
『
鶯
鶯
伝
』）、
歩
飛
烟

（
皇
甫
枚
の
『
三
水
小
牘
・
歩
飛
烟
』）、
柳
氏
（
許
堯
佐
の
『
柳
氏
』）、
馮

媼
・
鄭
氏
（
李
公
佐
の
『
廬
江
馮
媼
伝
』）
な
ど
の
女
性
像
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
彼
女
達
は
人
生
の
変
転
浮
沈
を
経
験
し
、
侮
辱
さ
れ
て
最
後
に
悲
運

か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
作
者
は
現
実
的
な
手
法
で
、
愛
情
・
婚
姻
お
よ
び

女
性
の
生
き
方
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
唐
代
の
社
会
状
況
を
真
実
に
反
映
し
、
封

建
礼
教
の
罪
悪
を
暴
露
し
た
と
同
時
に
、
彼
女
た
ち
の
低
い
社
会
地
位
と
苦
難

の
生
活
境
遇
に
深
い
同
情
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
女
性
像
は
伝
奇
の
中
で

最
も
社
会
的
意
義
と
芸
術
の
魅
力
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
悲
恋
の
美
し
さ
を

審
美
的
に
表
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
女
性
は
、
多
く
卑
し
い
身
分
で
あ
り
、
霍
小
玉
は
娼
妓
で
、
歩
飛

煙
と
柳
氏
は
妾
で
、
馮
媼
・
鄭
氏
は
貧
し
い
農
婦
で
あ
っ
た
。
崔
鶯
鶯
は
「
名

門
の
令
嬢
」
と
さ
れ
た
が
、
陳
寅
恪
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
微
賎
な
家

柄
で
あ
っ
た
（
３
）

。
こ
れ
ら
の
悲
運
の
女
性
像
か
ら
、
唐
代
社
会
の
最
下
層
に
い
る

多
く
の
女
性
の
悲
惨
な
境
遇
と
苦
し
い
生
活
が
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
唐

代
に
お
け
る
娼
妓
の
発
生
原
因
は
幾
つ
か
あ
っ
た
が
、
都
市
の
商
品
経
済
の
繁

栄
と
官
僚
や
知
識
人
の
遊
里
で
遊
ぶ
習
慣
の
盛
行
は
一
層
そ
れ
に
拍
車
を
か
け

た
に
違
い
な
い
。
唐
都
長
安
の
遊
里
を
つ
づ
っ
た
『
北
里
志
』（
唐
・
孫

撰
）

に
よ
る
と
、
そ
の
当
時
の
妓
女
は
、
士
人
を
相
手
に
詩
を
贈
答
し
た
り
、
古
典

に
基
づ
く
話
題
を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
豊
か
な
知
性
と
教
養
を
持

っ
て
い
る
（
４
）
。
士
人
と
の
交
流
が
新
し
い
男
女
関
係
を
生
み
出
し
て
、
伝
奇
に
主

な
テ
ー
マ
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
薛
濤
（
七
六
八
〜
八
三
一
）
・
魚
玄
機

（
八
四
三
〜
八
六
八
）
ら
の
一
流
詩
人
と
伍
し
て
ゆ
け
る
詩
才
を
持
っ
た
妓
女

も
現
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
唐
の
妓
女
は
非
常
に
低
い
社
会
地
位
に
抑
え

つ
け
ら
れ
、
奴
婢
の
身
分
と
同
じ
、「
賎
民
」
と
見
な
さ
れ
た
。
彼
女
た
ち
は

遊
里
で
士
人
と
親
し
く
な
り
、
た
と
え
誠
実
な
愛
情
を
生
ん
だ
と
し
て
も
、
社

会
的
な
地
位
と
門
閥
の
観
念
に
縛
ら
れ
る
た
め
、
最
後
に
悲
惨
な
結
末
を
得
る

こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
霍
小
玉
は
ま
さ
に
こ
の
典
型
的
な
悲
劇
の
妓
女
で

あ
っ
た
。

霍
小
玉
は
か
つ
て
霍
王
の
王
女
で
あ
っ
た
が
、

以
其
出
自
賤
庶
、
不
甚
收
録
。
因
分
與
資
材
、
遣
居
於
外
、
易
姓
爲
鄭
氏
、

人
亦
不
知
其
王
女
（
５
）
。

其
の
賎
庶

せ
ん
し
ょ

よ
り
出
づ
る
を
以
て
、
甚
だ
し
く
は
収
録
せ
ず
、
因
っ
て
資
材

を
分
与
し
、
外
に
居
ら
し
め
、
姓
を
易か

へ
て
鄭
氏
と
為
し
、
人
も
亦
其
の

王
女
な
る
を
知
ら
ず
。

と
い
う
よ
う
に
、
母
親
の
身
分
（
女
中
）
が
卑
し
い
か
ら
、
王
宮
を
追
い
出
さ

れ
て
、
妓
楼
に
陥
っ
た
。
彼
女
は
絶
世
の
美
人
で
あ
り
、
音
楽
と
詩
書
と
と
も

に
優
れ
て
い
た
。
一
人
の
純
情
だ
が
身
分
の
低
い
妓
女
と
し
て
、
霍
小
玉
は
生

活
の
理
想
と
未
来
の
運
命
を
風
流
の
才
子
李
益
に
託
し
た
。
李
益
も
か
り
に
自

分
が
死
ん
で
も
あ
な
た
を
見
捨
て
な
い
と
約
束
し
て
い
た
が
、
や
が
て
試
験
に

合
格
し
た
彼
は
、
鄭
県
の
主
薄
（
地
方
官
）
に
任
命
さ
れ
、
霍
小
玉
を
都
に
置

い
た
ま
ま
赴
任
し
た
。
こ
の
才
子
と
佳
人
は
、
い
わ
ゆ
る
「
才
・
色
・
情
」
の

三
要
素
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
で
、
最
初
に
仲
良
く
う
ま
く
調
和
が
と
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
た
が
、
一
つ
の
根
本
的
な
違
い
に
よ
っ
て
、
彼
女
の
悲
惨
な
運
命

は
最
初
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
。
霍
小
玉
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
敏
感
に
気
付
き
、

李
益
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
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三

日
夜
涕
泣
、
都
忘
寝
食
。
…
冤
憤
益
深
、
委
頓
牀
枕
。

日
夜
涕
泣
し
、
都
て
寝
食
を
忘
れ
。
…
冤
憤
益
々
深
く
、
牀
枕
に
委
頓
す
。

と
な
り
、
最
後
に
李
益
の
心
変
わ
り
を
責
め
て
、
死
ん
だ
ら
幽
霊
と
な
っ
て
祟

る
と
言
っ
て
、

長
慟
號
哭
數
聲
而
絶
。

長
慟
号
哭
す
る
こ
と
数
声
に
し
て
絶
ゆ
。

と
な
っ
た
。
作
者
は
こ
れ
ら
の
悲
劇
性
に
富
む
場
面
を
通
し
て
、
い
か
に
も
多

情
多
恨
、
命
が
け
で
恋
を
す
る
薄
幸
の
佳
人
を
描
い
て
、
惻
々
と
し
て
人
の
心

に
迫
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
当
時
の
貴
族
階
級
と
平
民
階
層
の
根
本
的
な

対
立
を
反
映
し
、
門
閥
制
度
の
罪
悪
を
暴
露
し
、
さ
ら
に
作
品
の
中
に
、

風
流
之
士
、
共
感
玉
多
情
。
豪

之
倫
皆
怒
生
薄
行
。

風
流
の
士
は
共
に
玉
（
小
玉
）
の
多
情
に
感
じ
、
豪
侠
の
倫
は
皆
生
（
李

益
）
の
薄
行
を
怒
る
。

と
い
う
表
現
か
ら
、
妓
女
の
惨
め
な
境
遇
に
対
す
る
自
分
の
深
い
同
情
を
寄
せ

た
の
で
あ
る
。

小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
は
人
物
像
を
描
き
出
す
た
め
に
あ
り
、
悲
劇
的
な
ス
ト
ー

リ
ー
の
展
開
過
程
は
、
主
人
公
の
矛
盾
し
た
感
情
と
性
格
を
示
す
過
程
で
あ
っ

た
。
し
か
も
悲
劇
的
な
性
格
の
形
成
は
、
主
人
公
の
感
情
と
社
会
の
環
境
と
が

矛
盾
し
て
衝
突
し
た
産
物
で
あ
っ
た
。
霍
小
玉
は
愛
情
の
自
由
と
人
格
の
独
立

を
求
め
た
が
、
こ
の
よ
う
な
要
求
は
封
建
社
会
の
階
級
制
度
や
門
閥
観
念
と
相

容
れ
な
か
っ
た
の
で
、
い
か
に
妥
協
や
譲
歩
を
し
よ
う
と
も
、
そ
の
当
時
の
社

会
で
許
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
彼
女
の
李
益
に
対
す
る
ひ
た
む

き
な
愛
情
も
、
自
身
の
悲
劇
的
な
性
格
を
表
す
こ
と
し
か
産
み
出
し
え
ず
、
熱

以
君
才
地
名
聲
、
人
多
景
慕
、
願
結
婚
媾
、
固
亦
衆
矣
。
況
堂
有
嚴
親
、

室
無
冢
婦
、
君
之
此
去
、
必
就
佳
姻
。
盟
約
之
言
、
徒
虚
語
耳
。

君
の
才
地
さ
い
ち

名
声
を
以
て
、
人
多
く
景
慕
け
い
ぼ

し
、
婚
媾

こ
ん
こ
う

を
結
ば
ん
こ
と
を
願
ふ
、

固も
と

よ
り
亦
衆
し
。
況
ん
や
堂
に
厳
親

げ
ん
し
ん

有
り
、
室
に
冢
婦

ち
ょ
う
ふ

無
し
、
君
の
此
を

去
れ
ば
、
必
ず
佳
姻
か
い
ん

に
就つ

か
ん
。
盟
約
の
言
は
、
徒
虚
語
き
ょ
ご

の
み
。

彼
女
は
李
益
に
誠
実
な
愛
情
を
持
っ
て
い
た
が
、
夫
婦
に
な
る
こ
と
が
で
き

ず
、
妓
楼
の
生
活
に
も
戻
り
た
く
な
か
っ
た
。
こ
の
理
想
と
現
実
と
の
衝
突
の

中
で
、
彼
女
は
き
わ
め
て
悲
し
い
妥
協
方
法
を
取
ろ
う
と
、
李
益
に
自
分
の
さ

さ
や
か
な
願
い
を
告
げ
た
。

妾
年
始
十
八
、
君
纔
二
十
有
二
、

君
壮
室
之
秋
、
猶
有
八
歳
。
一
生
歡

愛
、
願
畢
此
期
。
然
後
妙
選
高
門
、
以
諧
秦
晉
、
亦
未
爲
晩
。
妾
便
捨
棄

人
事
、
剪
髪
披
緇
、
夙
昔
之
願
、
於
此
足
矣
。

妾
年
始
め
て
十
八
、
君
纔
わ
ず
か

に
二
十
有
二
、
君
壮
室

そ
う
し
つ

の
秋と
き

に
お
よ

ぶ
ま
で
、
猶

ほ
八
歳
有
り
。
一
生
の
歓
愛
、
願
は
く
は
此
の
期
を
畢を

へ
ん
。
然
る
後
高

門
を
妙
選
し
、
以
て
秦
晋
を
諧
と
と
の

ふ
る
も
、
亦
未
だ
晩
し
と
為
さ
ず
。
妾
便

ち
人
事
を
捨
棄
し
、
髪
を
剪
り
緇
を
披き

な
ば
、
夙
昔
の
願
、
此
に
足
ら
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
彼
女
が
数
年
の
愛
情
生
活
を
楽
し
く
過
ご
し
た
後
、
仏
門
に

入
っ
て
、
青
灯
古
殿
の
物
寂
し
い
生
活
で
、
相
手
の
出
世
を
成
就
さ
せ
る
と
同

時
に
、
自
分
の
人
格
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
を
望
も
う
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
さ

さ
や
か
な
願
望
も
、
無
情
な
運
命
の
魔
手
に
粉
砕
さ
れ
た
。
李
益
は
早
く
出
世

す
る
た
め
、
母
の
勧
め
の
下
で
、
百
万
に
上
る
結
納
を
借
金
し
て
、
門
閥
の
盧

氏
の
娘
を
娶
っ
た
。
結
局
、
こ
の
娼
妓
と
進
士
の
愛
情
は
悲
劇
的
結
末
へ
向
か

わ
ざ
る
を
得
ず
、
霍
小
玉
は
最
大
の
犠
牲
者
と
な
っ
た
。
彼
女
は
、



福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
　
Ⅰ
（
人
文
科
学
　
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
四
、
二
〇
〇
三

四

烈
な
愛
で
あ
ろ
う
と
、
強
烈
な
恨
み
で
あ
ろ
う
と
、
最
後
は
や
は
り
運
命
の
悲

惨
な
結
末
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
『
歩
飛
烟
』
の
主
人
公
の
よ
う
に

大
胆
に
封
建
礼
教
の
垣
根
を
突
き
破
っ
て
自
由
で
幸
せ
な
愛
情
を
求
め
る
女
性

も
、
悲
惨
の
う
ち
に
殺
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
妾
で

あ
る
彼
女
の
夫
武
公
業
に
対
す
る
不
満
と
抵
抗
、、
読
書
人
の
趙
象
と
知
り
合

い
愛
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
表
れ
た
愛
憎
の
念
と
強
靱
な
精
神
は
、
霍
小
玉
よ

り
ず
っ
と
強
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
と
社
会
環
境
の
対
立
も
非
常
に
鋭

く
、
そ
の
結
末
は
当
然
災
い
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

身
分
の
卑
し
い
妓
や
妾
で
あ
る
霍
小
玉
と
歩
飛
煙
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な

結
末
を
迎
え
た
が
、「
名
門
の
令
嬢
」
と
さ
れ
た
崔
鶯
鶯
を
待
つ
の
は
ま
た
ど

ん
な
運
命
で
あ
ろ
う
。
人
の
考
え
方
や
性
格
は
そ
の
人
の
行
動
に
表
れ
て
い
る
。

鶯
鶯
が
張
生
と
二
度
の
密
会
で
表
し
た
異
な
る
態
度
か
ら
、
彼
女
の
矛
盾
し
た

考
え
と
性
格
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
は
じ
め
の
鶯
鶯
は
、

端
服
嚴
容
、
大
數
張
曰
、
…
以
禮
自
持
、
毋
及
於
亂
。

端
服
厳
容
、
大
い
に
張
（
生
）
を
数せ

め
て
曰
く
、
…
礼
を
以
て
自
ら
持
し
、

乱
に
及
ぶ
毋
か
ら
ん
。

と
い
う
よ
う
に
、
張
生
の
求
愛
を
は
し
た
な
い
と
し
て
そ
し
る
が
、
二
回
目
の

彼
女
は
、

嬌
羞
融
冶
、
力
不
能
運
支
體
、
曩
時
端
荘
、
不
復
同
矣
。

嬌
羞
融
冶
、
力
支
体
を
運
ぶ
能あ
た

は
ず
。
曩
時
さ

き

の
端
荘
と
、
復
た
同
じ
か
ら

ず
。

と
し
、
張
生
の
愛
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
後
ま
る
で
別
人
の
よ
う

な
彼
女
は
、
儒
教
的
教
養
に
よ
っ
て
理
性
に
抑
え
つ
け
ら
れ
つ
つ
も
内
心
の
愛

情
を
炎
々
と
燃
や
し
て
い
た
。
霍
小
玉
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
女
は
自
分
の
運
命

と
希
望
を
完
全
に
愛
す
る
人
に
託
し
た
が
、
張
生
は
そ
れ
と
裏
腹
に
名
利
の
道

を
選
ん
で
女
を
棄
て
る
薄
情
者
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
棄
て
ら
れ
た
運
命
に
直
面

す
る
時
に
な
っ
て
も
、

始
亂
之
、
終
棄
之
、
固
其
宜
矣
。
愚
不
敢
恨
。

始
め
之こ
れ

を
乱
し
、
終
わ
り
に
之こ
れ

を
棄
つ
る
も
、
固も
と

よ
り
其
れ
宜
し
き
な
り
。

愚
わ
た
く
し

敢
え
て
恨
み
ず
。

と
非
難
と
抵
抗
が
な
く
、
た
だ
我
慢
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
鶯
鶯
の
内
向
的
、

軟
弱
な
性
格
は
、
彼
女
自
身
の
悲
劇
を
招
く
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
彼
女
と
張
生
が
円
満
に
結
婚
で
き
な
か
っ
た
根
本
的
な
原
因
は
、

や
は
り
封
建
的
婚
姻
制
度
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
、
ま
た
彼
女
の
性
格
の
形
成

も
封
建
的
な
礼
教
の
薫
陶
を
受
け
、
社
会
的
環
境
に
影
響
さ
れ
た
結
果
だ
と
思

わ
れ
る
。
霍
小
玉
・
崔
鶯
鶯
な
ど
の
女
性
像
を
通
し
て
、
作
者
は
唐
の
時
代
に

お
い
て
、
自
由
・
愛
情
・
幸
福
の
希
求
が
封
建
制
度
に
壊
さ
れ
る
と
い
う
悲
劇

を
生
き
生
き
と
描
写
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
る
に
、
写
実
の
表
現
法
で
描
き
出
さ
れ
た
霍

小
玉
ら
の
女
性
群
像
に
は
、
次
の
鮮
明
な
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
現
実
性
。
こ
れ
ら
の
女
性
像
は
み
な
現
実
世
界
に
取
材
し
た
も
の
で

あ
り
、
作
者
は
実
在
の
人
物
と
事
柄
に
基
づ
い
て
、
文
学
的
な
構
成
と
描
写
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
た
ち
に
強
い
生
命
力
を
与
え
た
。
霍
小
玉
の
悲
劇

は
、
当
時
の
娼
婦
ら
が
不
幸
な
運
命
に
見
舞
わ
れ
た
縮
図
で
あ
り
、
馮
媼
・
鄭

氏
ら
は
多
く
貧
し
い
農
婦
に
生
き
写
し
で
あ
っ
た
。
歩
飛
煙
と
柳
氏
の
境
遇
は
、

当
時
の
女
性
が
恋
愛
婚
姻
に
お
い
て
運
命
に
任
せ
、
他
人
の
思
う
通
り
に
飾
り



伝
奇
と
佳
人
　
―
唐
代
小
説
に
お
け
る
女
性
像
に
つ
い
て
―

五

も
し
霍
小
玉
ら
の
女
性
像
が
最
も
現
実
的
な
精
神
を
備
え
、
審
美
的
に
悲
劇

の
意
識
を
示
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
倩
娘
に
代
表
さ
れ
る
女
性
た
ち
は
極
め

て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
情
調
に
富
み
、
作
者
の
理
想
的
な
世
界
を
表
し
て
い
る
。

魂
が
肉
体
を
抜
け
出
し
て
恋
人
を
追
っ
て
ゆ
く
倩
娘
（
陳
玄
祐
の
『
離
魂
記
』）

に
代
表
さ
れ
る
こ
の
類
型
の
女
性
は
他
に
、
劉
無
双
（
薛
調
の
『
無
双
伝
』）、

王
氏
の
婦
（
李
景
亮
の
『
李
章
武
伝
』）、
韋
氏
（
無
名
氏
の
『
鄭
徳

』）、
斉

推
女
（
牛
僧
孺
の
『
玄
怪
録
・
斉
推
女
』）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
ひ
た
む
き
な
女
性
は
、
す
ば
ら
し
い
愛
情
を
求
め
る
た
め
、
一
度
死

ん
で
も
ま
た
蘇
る
と
い
う
非
常
事
態
に
よ
っ
て
、
人
々
を
感
動
さ
せ
る
境
界
を

達
成
し
て
い
る
。
作
者
は
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
手
法
で
不
思
議
な
話
を
物
語
っ

て
、
彼
女
た
ち
の
生
死
を
超
え
た
愛
情
の
追
求
と
礼
教
に
反
対
す
る
精
神
を
賛

美
し
た
一
方
で
、
人
間
に
お
け
る
「
愛
情
」
の
巨
大
な
力
を
強
調
し
、
封
建
勢

力
と
社
会
環
境
に
よ
っ
て
愛
情
が
蹂
躪
さ
れ
た
こ
と
を
非
難
し
た
。
現
実
の
社

会
で
扼
殺
さ
れ
た
愛
情
は
、
作
者
が
描
い
た
理
想
世
界
の
中
で
み
な
円
満
な
結

末
と
な
っ
て
い
る
。
現
実
か
ら
理
想
へ
、
悲
劇
か
ら
喜
劇
へ
の
発
展
過
程
は
、

作
者
の
理
想
的
な
意
識
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
創
作
意
図
は
、
元
の
鄭

光
祖
『
倩
女
離
魂
』
・
王
実
甫
『
西
廂
記
』
へ
甚
大
な
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に

明
の
湯
顕
祖
『
牡
丹
亭
』
に
至
っ
て
「
愛
情
の
恒
久
」
と
い
う
思
想
へ
進
化
し
、

封
建
制
度
に
反
発
す
る
度
合
い
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

勿
論
、
離
魂
（
魂
が
肉
体
か
ら
遊
離
す
る
）
と
い
う
の
は
、『
離
魂
記
』
に

始
ま
る
わ
け
で
は
な
く
六
朝
に
も
あ
る
。
志
怪
小
説
の
『
幽
明
録
・

阿
』、

付
け
る
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
伝
え
、
鶯
鶯
の
結
末
は
、
女
性
が
封
建
礼
教
に

迫
害
さ
れ
縛
ら
れ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
伝
奇
が
こ
の
よ
う
に
直
接
庶
民

の
生
活
の
苦
痛
を
反
映
し
、
社
会
下
層
の
悲
劇
的
な
女
性
像
を
創
り
出
す
こ
と

は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
よ
う
な
「
神
の
悲
劇
」
や
「
英
雄
の
悲
劇
」
と
完
全
に

異
な
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
深
刻
性
。
個
人
の
自
由
意
志
と
社
会
環
境
と
の
衝
突
を
通
し
て
、
作

者
は
人
物
の
悲
劇
的
な
運
命
を
も
た
ら
し
た
封
建
制
度
と
社
会
環
境
の
欠
陥
を

暴
露
し
た
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
悲
劇
に
お
け
る
衝
突
は
、
主
に
人
の
自
由
な

意
志
が
運
命（
神
の
意
志
）
に
対
す
る
抵
抗
を
表
し
、
そ
の
中
で
し
ば
し
ば
人

物
自
身
の
過
失
と
罪
過
を
強
調
し
て
い
る
。
霍
小
玉
ら
の
女
性
は
み
な
封
建
制

度
に
蹂
躪
さ
れ
た
こ
と
で
、
悲
劇
の
結
末
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
い
わ

ゆ
る
「
運
命
」
的
な
要
素
で
は
な
く
、
主
に
彼
女
達
自
身
の
罪
過
で
も
な
く
て
、

や
は
り
社
会
制
度
の
弊
害
に
そ
の
根
本
的
な
原
因
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
三
）
感
情
性
。
彼
女
た
ち
は
み
な
堪
え
忍
ぶ
性
格
を
持
ち
、
ど
ん
な
悲
惨

な
運
命
に
遭
っ
て
も
、
復
讐
の
や
り
方
で
逃
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
女
た

ち
と
封
建
社
会
の
矛
盾
は
、
非
暴
力
と
間
接
的
な
衝
突
に
表
現
さ
れ
た
が
、
作

者
は
彼
女
た
ち
の
肉
体
の
滅
亡
（
霍
小
玉
・
歩
飛
煙
）、
あ
る
い
は
理
想
の
消

滅
（
崔
鶯
鶯
）、
あ
る
い
は
辛
酸
を
嘗
め
る
生
活
（
馮
媼
・
鄭
氏
）
を
通
し
、

あ
る
種
の
悲
愴
で
深
い
感
情
に
染
み
込
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
へ
の

批
判
力
を
強
め
た
。
こ
れ
は
ま
た
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
中
の
互
い
に
殺
し
合

う
暴
力
的
な
衝
突
と
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

上
述
の
三
つ
の
特
徴
か
ら
、
こ
の
女
性
群
像
は
認
識
面
に
お
け
る
深
い
意
義

と
審
美
的
に
高
い
価
値
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。



福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
　
Ⅰ
（
人
文
科
学
　
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
四
、
二
〇
〇
三

六

伝
奇
小
説
の
『
霊
怪
集
・
鄭
生
』
と
『
独
異
記
・
韋
隠
』
な
ど
の
話
は
皆
そ
う

で
あ
る
が
、『
離
魂
記
』
は
男
女
の
愛
情
を
強
調
し
、
女
主
人
公
の
礼
教
と
親

が
取
り
決
め
た
婚
姻
礼
に
対
す
る
抵
抗
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
最
も
隔
り
が
あ

る
の
は
、『
幽
明
録
・

阿
』
な
ど
の
作
品
が
ご
く
簡
単
な
記
述
の
み
で
人
物

像
の
描
写
に
乏
し
い
の
に
対
し
て
、『
離
魂
記
』
は
描
写
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ

と
で
、
物
語
の
筋
と
人
物
の
行
動
を
通
し
て
人
物
の
性
格
を
描
き
出
す
と
い
う

点
で
あ
る
。『
離
魂
記
』
の
中
で
は
、
人
物
の
外
貌
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
描
写

が
あ
り
、

倩
娘
、
端
妍
絶
倫
。

倩
娘
は
、
端
妍
絶
倫
な
り
。

と
あ
る
。
ま
た
筆
が
人
物
の
内
心
へ
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
父
の
張
鎰
が
倩
娘
を

部
下
の
同
僚
と
結
婚
さ
せ
よ
う
と
い
う
時
、

女
聞
而
鬱
抑
。

女
は
聞
き
て
鬱
抑
う
つ
よ
く

す
。

と
あ
る
。
さ
ら
に
作
者
は
人
物
の
行
動
を
通
し
て
そ
の
性
格
を
表
し
て
い
る
。

恋
人
で
あ
っ
た
外
従
兄
の
王
宙
は
悲
し
く
て
船
出
し
た
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
倩

娘
も
家
を
飛
び
出
し
て
後
を
追
い
か
け
た
。

一
人
行
聲
甚
速
。
…
倩
娘
徒
行
跣
足
而
至
。
…
亡
命
來
奔
。
…
連
夜
遁
去
。

一
人
の
行
声
甚
だ
速
や
か
な
る
。
…
倩
娘
の
徒
行
跣
足
し
て
至
る
。
…
亡

命
し
て
来
奔
す
。
…
連
夜
遁の
が

れ
去
る
。

な
ど
の
描
写
か
ら
、
彼
女
が
自
分
の
感
情
を
抑
え
き
れ
な
い
ほ
ど
夢
中
に
な
っ

て
危
険
を
も
恐
れ
な
い
、
と
い
う
愛
情
に
対
す
る
忠
節
と
現
実
に
対
す
る
抵
抗

が
十
分
に
窺
え
る
。
魂
が
体
か
ら
抜
け
出
る
と
い
う
話
は
、
確
か
に
荒
唐
無
稽

で
あ
り
、
現
実
の
論
理
に
違
背
す
る
が
、
し
か
し
人
物
の
心
理
と
は
合
致
し
て

い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
小
説
の
中
で
、
作
者
は
倩
娘
自
身
の
言
葉
を
借
り

て
、
そ
の
不
思
議
な
行
動
の
背
景
と
し
て
の
感
情
の
発
展
と
心
理
の
基
礎
を
語

っ
て
い
る
。

泣
曰
、
君
厚
意
如
此
、
寝
夢
相
感
。
今
將
奪
我
此
志
。
又
知
君
深
情
不
易
、

思
將
殺
身
奉
報
。
是
以
亡
命
來
奔
。

泣
い
て
曰
く
、「
君
の
厚
意
の
此か

く
の
如
き
は
、
寝
夢
に
も
相
感
ず
。
今

将
に
我
が
此
の
志
こ
こ
ろ
ざ
し

を
奪
は
れ
ん
と
す
。
又
君
の
深
情
の
易か
は

ら
ざ
る
を
知
り
、

将
に
身
を
殺
し
て
も
奉
報
せ
ん
と
す
る
を
思
ふ
。
是
を
以
て
亡
命
し
て
来

奔
す
」
と
。

こ
の
よ
う
に
、
王
宙
を
慕
う
こ
と
切
な
る
倩
娘
の
魂
は
、
王
宙
を
追
っ
て
奔

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
不
思
議
な
発
想
の
背
景
に
は
「
寝
夢
に
も
相
感
ず
」
と

い
う
恋
慕
の
情
が
は
げ
し
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
理
的
な
要
素
を
窺
わ
せ
る
に

十
分
な
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
女
の
封
建
家
父
長
制
に
抵
抗
す
る
非
現

実
の
行
動
で
は
あ
る
が
、
作
者
の
男
女
の
純
真
な
愛
情
を
助
け
よ
う
と
い
う
理

想
の
表
れ
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
魂
だ
け
の
倩
娘
が
常
時
と
変
わ
ら
ぬ
人
間
像

に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
を
惹
く
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
の

人
物
像
と
『
離
魂
記
』
の
テ
ー
マ
は
、
そ
の
後
の
伝
奇
お
よ
び
後
世
の
戯
曲
と

小
説
の
創
作
に
濃
い
影
を
投
げ
て
い
る
。

『
李
章
武
伝
』
は
才
子
の
李
章
武
が
民
家
に
泊
ま
っ
て
、
そ
の
家
の
佳
人
と

情
を
通
じ
、
彼
女
の
死
後
再
び
訪
れ
て
そ
の
霊
魂
と
交
わ
り
、
互
い
に
詩
を
贈

答
し
て
尽
き
な
い
愛
情
を
叙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
才
子
と
佳
人
の
関
係
を
物

語
る
と
い
う
点
で
は
『
鶯
鶯
伝
』
と
同
様
の
モ
チ
ー
フ
を
も
っ
て
、
女
性
の
霊
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魂
が
現
世
に
現
れ
て
、
か
つ
て
の
恋
人
と
終
わ
る
こ
と
の
な
い
愛
情
を
遂
げ
る

点
で
は
『
離
魂
記
』
と
揆
を
一
に
す
る
。
こ
の
作
品
の
構
想
は
、
六
朝
以
後
の

道
教
の
影
響
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
鬼
神
と
人
間
と
の
恋
物
語
は
、

伝
奇
の
一
特
色
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
死
ん
だ
女
が
、

在
冥
録
以
來
、
都
忘
親
戚
。
但
思
君
子
之
心
、
如
平
昔
耳
。

冥
録
に
在
り
て
よ
り
以
来
、
都す
べ

て
親
戚
を
忘
る
。
但た

だ

君
子
を
思
ふ
の
心
、

平
昔
へ
い
せ
き

の
如
く
な
る
の
み
。

と
語
っ
た
よ
う
な
、
死
ん
で
も
な
お
忘
れ
ぬ
愛
情
に
は
、
愛
情
の
専
一
を
謳
歌

し
よ
う
と
す
る
作
者
の
意
図
が
潜
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
無
双
・
韋
氏
・
斉
推
女
な
ど
の
女
性
も
、
愛
情
を
求
め
る
た
め
、
侠

客
の
尽
力
に
頼
っ
た
り
、
仙
人
の
助
け
を
借
り
た
り
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
奇

想
天
外
の
手
段
を
尽
く
し
、
真
心
を
込
め
て
や
っ
た
結
果
、
最
後
に
は
危
険
を

無
事
に
乗
り
越
え
、
死
ん
で
も
ま
た
蘇
っ
て
、
心
か
ら
愛
し
た
人
と
共
に
白
髪

に
な
る
ま
で
添
い
遂
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
構
想
と
理
想
的

な
結
末
は
、
当
時
多
く
の
女
性
の
良
好
な
願
望
と
作
家
の
主
観
的
な
感
情
を
表

す
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
明
の
胡
応
麟
が
、

凡
變
異
之
談
、
盛
於
六
朝
、
然
多
是
傳
録
舛
訛
、
未
必
尽
幻
設
語
。
至
唐

人
乃
作
意
好
奇
、
假
小
説
以
寄
筆
端
（
６
）

。

凡
そ
変
異
の
談
は
、
六
朝
に
於
い
て
盛
り
、
然
し
多
く
は
是
舛
訛
を
伝
録

し
、
未
だ
必
ず
し
も
幻
設
の
語
を
尽
く
さ
ず
。
唐
人
に
至
り
て
乃
ち
作
意

し
て
奇
を
好
み
、
小
説
を
假か

り
て
以
て
筆
端
を
寄
す
。

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
伝
奇
は
六
朝
の
志
怪
小
説
と
著
し
く
違
っ
て
、
怪
異
の

話
に
作
者
の
意
識
的
な
創
作
意
図
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
倩
娘
ら
の
浪
漫
主
義
に
富
む
女
性
像
に
は
、
次
の
特
徴
が

見
ら
れ
る
。

（
一
）
夢
幻
を
以
て
道
理
を
明
か
す
。
つ
ま
り
、
夢
幻
・
離
魂
・
生
死
な
ど

の
描
写
は
、
単
に
怪
異
を
求
め
、
人
を
驚
か
す
の
で
は
な
く
、
作
者
の
気
持
ち

と
思
想
を
表
す
た
め
で
あ
る
。
浪
漫
主
義
の
構
想
を
通
じ
て
、
作
者
は
彼
女
た

ち
の
人
物
像
を
描
き
出
し
て
、
現
実
に
対
す
る
批
判
と
理
想
的
な
希
望
を
表
明

す
る
。
清
の
蒲
松
齢
は
こ
の
よ
う
な
創
作
手
法
を
受
け
継
い
で
、『
聊
齋
志
異
』

に
お
い
て
妖
怪
鬼
神
の
話
を
通
し
て
、
社
会
制
度
お
よ
び
自
分
の
才
能
を
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
憤
り
を
潜
ま
せ
て
い
る
。
夢
幻
を
借
り
て
道
理
を
明

か
し
、
あ
る
い
は
夢
幻
の
中
で
理
に
か
な
う
こ
と
は
、
中
国
の
浪
漫
主
義
小
説

の
創
作
に
お
い
て
優
れ
た
手
法
で
あ
り
、
伝
奇
は
そ
の
創
作
手
法
の
起
源
と
し

て
小
説
史
に
新
し
い
時
代
を
画
す
る
。

（
二
）
夢
幻
の
中
に
真
実
を
見
出
す
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
つ
ま
り
虚
構
の

内
容
に
必
ず
真
実
な
感
情
と
明
瞭
な
道
理
を
含
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
不
思
議
で

で
た
ら
め
な
人
物
行
動
も
情
理
に
か
な
い
、
実
在
す
る
よ
う
に
描
写
す
べ
き
で

あ
り
、
こ
れ
は
人
物
の
内
心
の
要
求
に
合
い
、
ま
た
心
理
発
展
の
論
理
を
備
え

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
夢
幻
の
中
に
真
実
を
見
出
す
こ
と
こ
そ
は
、
人

物
を
活
写
で
き
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
魂
が
体
か
ら
離
れ
る
、
起
死
回
生
な

ど
の
構
想
は
確
か
に
不
思
議
な
こ
と
で
あ
り
、
現
実
に
は
あ
り
得
な
い
が
、
そ

の
中
に
表
さ
れ
た
彼
女
た
ち
の
死
ん
で
も
や
ま
な
い
「
情
」
と
そ
の
愛
情
を
守

る
「
理
」
か
ら
は
、
情
理
に
か
な
い
人
を
感
動
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
特
徴
は
、
倩
娘
ら
の
女
性
像
と
六
朝
志
怪
の
妖
怪
形
象
と
の
異

な
る
箇
所
で
あ
り
、
ま
た
彼
女
た
ち
の
人
々
を
感
動
さ
せ
る
魅
力
で
も
あ
ろ
う
。
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伝
奇
の
中
で
、
現
実
主
義
と
浪
漫
主
義
の
表
現
手
法
は
、
し
ば
し
ば
融
合
共

存
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
類
型
の
女
性
像
は
、
任
氏
が
（
沈
既
済
の

『
任
氏
伝
』）
キ
ツ
ネ
か
ら
変
身
し
た
も
の
を
代
表
と
し
て
、
鸚
鵡
（
王
度
の

『
古
鏡
記
』）、
竜
女
（
李
朝
威
の『
柳
毅
』）、

人
（
沈
亜
之
の『
湘
中
怨
解
』）、

楊
恭
政
（
李
復
言
の
『
続
玄
怪
録
・
楊
恭
政
』）、
雲
英
（
裴

の
『
伝
奇
・
裴

航
』）、
螺
精
（
皇
甫
氏
の
『
原
化
記
・
呉
堪
』）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
彼
女
た
ち
の
顕
著
な
特
徴
は
、
妖
怪
と
人
間
を
一
身
に
併
せ
持
ち
、
誠
実

な
感
情
を
持
っ
て
世
の
中
に
愛
情
を
求
め
た
が
、
変
転
浮
沈
の
末
、
悲
運
に
終

わ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
女
性
像
が
伝
奇
の
中
に
多
く
現
れ
る
の
は
、
明

ら
か
に
六
朝
怪
奇
の
遺
風
だ
と
言
え
る
が
、
伝
奇
の
作
者
は
六
朝
の
妖
怪
に
対

す
る
否
定
的
な
見
方
と
は
全
く
異
な
っ
て
、
賛
美
の
筆
致
で
彼
女
た
ち
に
多
く

の
人
情
味
と
強
烈
な
生
活
の
息
吹
を
与
え
、
妖
怪
と
し
て
の
特
徴
を
失
わ
せ
な

い
ま
ま
、
現
実
的
な
生
活
の
中
の
女
性
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
。
し
か
も
彼

女
た
ち
の
善
良
な
品
格
を
描
く
こ
と
で
、
当
時
の
社
会
の
冷
酷
さ
を
引
き
立
た

せ
、
彼
女
た
ち
が
世
間
で
遭
っ
た
悲
劇
に
よ
っ
て
、
封
建
制
度
の
罪
悪
を
際
立

た
せ
、
神
・
人
恋
愛
の
幸
福
と
円
満
を
通
じ
て
、
作
者
の
良
好
な
願
望
を
託
し

た
。
こ
れ
ら
の
虚
構
と
写
実
を
結
び
付
け
る
手
法
で
創
り
出
さ
れ
た
女
性
像
は
、

現
実
に
お
け
る
深
い
意
義
を
も
つ
と
同
時
に
、
ま
た
人
々
に
豊
富
な
感
銘
を
与

え
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
魯
迅
が
『
中
国
小
説
史
略
』
の
中
で
、

傳
奇
者
流
、
源
蓋
出
於
志
怪
、
然
施
之
藻
絵
、
擴
其
波
瀾
、
故
所
成
就
乃

特
異
、
其
間
雖
亦
或
托
諷
喩
以

牢
愁
、
談
禍
福
以
寓
懲
勸
、
而
大
歸
則

究
在
文
采
與
意
想
、
與
昔
之
傳
鬼
神
明
因
果
而
外
無
他
意
者
、
甚
異
其
趣

矣（
７
）

。
伝
奇
の
源
は
お
そ
ら
く
志
怪
か
ら
出
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
言
葉
の

飾
り
を
施
し
、
筋
立
て
の
波
乱
を
拡
げ
た
の
で
、
で
き
あ
が
っ
た
も
の
は

特
異
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
寓
意
諷
喩
に
よ
っ
て
憂
懐
不
平
を

述
べ
た
り
、
禍
福
を
談
じ
て
勧
善
懲
悪
を
仄
め
か
し
た
り
す
る
も
の
も
あ

る
け
れ
ど
も
、
帰
す
る
と
こ
ろ
は
け
っ
き
ょ
く
文
采
と
着
想
と
に
あ
っ
て
、

昔
の
鬼
神
の
存
在
を
伝
え
、
因
果
を
明
ら
か
に
す
る
よ
り
ほ
か
な
ん
ら
他

意
が
な
か
っ
た
の
と
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
そ
の
趣
が
違
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
伝
奇
の
全
体
を
見
渡
す
と
、
次
の
よ
う
な
現
象
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
『
○
○
伝
』
を
名
付
け
る
作
品
（『
霍
小
玉
伝
』『
鶯
鶯

伝
』
な
ど
）
は
、『
○
○
記
』
を
題
名
と
す
る
も
の
（『
古
鏡
記
』『
離
魂
記
』

な
ど
）
と
比
べ
て
、
さ
ら
に
人
物
像
の
如
実
な
描
写
を
重
視
し
て
お
り
、
こ
れ

は
明
ら
か
に
「
史
伝
」
の
形
式
を
踏
襲
し
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
。『
任
氏
伝
』

も
例
外
で
は
な
い
。
任
氏
の
形
象
は
、
作
者
が
彼
女
と
鄭
六
の
巡
り
会
う
時
の

顔
と
声
を
通
し
て
、
彼
女
の
爽
や
か
な
性
格
と
思
い
切
っ
て
愛
情
を
求
め
る
精

神
を
表
現
し
、
ま
た
韋
崟
の
暴
威
に
対
す
る
抵
抗
過
程
を
通
し
て
、
彼
女
の
節

操
を
固
く
守
っ
て
屈
し
な
い
勇
敢
さ
を
強
調
し
た
。
小
説
に
最
も
深
い
印
象
を

残
す
の
は
、
作
者
が
側
面
か
ら
任
氏
の
容
貌
に
き
め
細
か
く
真
に
迫
る
描
写
を

施
し
た
箇
所
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鄭
六
と
出
会
っ
た
後
、
鄭
六
の
目
か
ら
見
た

任
氏
は
、

容
色

麗
。
…
其
妍
姿
美
質
、
歌
笑
態
度
、
擧
措
皆
艶
、
殆
非
人
世
所
有
。
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九

容
色

麗
な
り
。
…
其
の
妍
姿
美
質
、
歌
笑
の
態
度
、
挙
措
皆
艶
に
し
て
、

殆
ど
人
世
の
有
る
所
に
非
ず
。

で
あ
っ
た
。
鄭
六
は
す
で
に
彼
女
が
妖
怪
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
け
れ
ど
も
、

然
想
其
艶
冶
、
願
復
一
見
之
、
心
嘗
存
之
不
忘
。

然し
か

れ
ど
も
其
の
艶
冶
え
ん
や

を
想
ひ
、
復ま

た
一ひ
と

た
び
之
を
見
ん
こ
と
を
願
ひ
、
心

に
は
嘗つ
ね

に
之
を
存
し
て
忘
れ
ず
。

と
あ
る
。
彼
女
に
会
っ
た
後
、
普
通
の
人
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
否
か
を

注
意
深
く
見
つ
め
た
が
、
や
は
り

光
彩
艶
麗
如
初
。

光
彩
艶
麗
初
は
じ
め
の
如
し
。

と
あ
る
。
上
述
の
鄭
六
か
ら
見
た
任
氏
は
、「
あ
ば
た
も
え
く
ぼ
」
の
疑
い
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
韋
崟
の
言
っ
た
よ
う
に
、

觀
子
之
貌
、
必
獲
詭
陋
。
何
麗
之
絶
也
。

子
（
鄭
六
を
指
す
）
の
貌
か
た
ち

を
観
る
に
、
必
ず
詭
陋
き
ろ
う

を
獲
た
り
。
何
ぞ
麗
の

絶
な
る
や
。

と
、
作
者
が
こ
こ
で
わ
ざ
と
言
葉
を
裏
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
最
も
す
ば

ら
し
い
描
写
を
引
き
出
し
た
。

（
韋
崟
）
使
家
僮
之
惠
黠
者
、
隨
以
覘
之
。
俄
而
奔
走
返
命
、
氣
吁
汗
洽
。

崟
迎
問
之：

「
有
乎
？
」
又
問：

「
容
若
何
？
」
曰：

「
奇
怪
也
。
天
下

未
嘗
見
之
矣
。」
崟
姻
族
廣
茂
、
且
夙
從
逸
遊
、
多
識
美
麗
。
乃
問
曰：

「
孰
若
某
美
？
」
僮
曰：

「
非
其
倫
也
。」
崟
遍
比
其
佳
者
四
五
人
、
皆

曰：

「
非
其
倫
。」
是
時
呉
王
之
女
有
第
六
者
、
則
崟
之
内
妹
、

艶
如

神
仙
、
中
表
素
推
第
一
。
崟
問
曰：

「
孰
與
呉
王
家
第
六
女
美
？
」
又

曰：

「
非
其
倫
。」
崟
撫
手
大
駭
曰：

「
天
下
豈
有
斯
人
乎
？
」

（
韋
崟
）
家
僮
の
恵
黠
な
る
者
を
し
て
、
随
し
た
が

っ
て
以
て
之
を
覘
う
か
が

は
し
む
。

俄
に
し
て
奔
走
し
て
返
命
し
、
気
吁
き

は

き
汗
洽

あ
せ
あ
ま
ね
し
。
崟
は
迎
へ
て
之
に
問
ふ
、

「
有
り
や
？
」
と
。
又
問
ふ
、「
容
か
た
ち

は
若
何
い
か
ん

？
」
と
。
曰
く
、「
奇
怪
な
り
。

天
下
未
だ
嘗
て
之
を
見
ず
、」
と
。
崟
は
姻
族
広
茂
、
且
つ
夙
に
逸
游
を

従
ほ
し
い
ま
ま

に
し
、
多
く
美
麗
を
識し

る
。
乃
ち
問
ひ
て
曰
く
、「
某
の
美
に
孰
若

い
づ
れ

ぞ

や
？
」
と
。
僮
曰
く
、「
其
の
倫
た
ぐ
い

に
非
ざ
る
な
り
、」
と
。
崟
は
遍
く
其
の

佳
な
る
者
四
五
人
と
比
す
る
も
、
皆
曰
く
、「
其
の
倫
た
ぐ
い

に
非
ず
、」
と
。
是

の
時
呉
王
の
女
に
第
六
と
い
ふ
者
有
り
、
則
ち
崟
の
内
妹
に
し
て
、

艶

な
る
こ
と
神
仙
の
如
く
、
中
表
素も
と

よ
り
第
一
と
推
す
。
崟
問
ひ
て
曰
く
、

「
呉
王
家
の
第
六
女
の
美
に
孰
与
い
ず
れ

ぞ
や
？
」
と
。
又
曰
く
、「
其
の
倫
た
ぐ
い

に
非

ざ
る
な
り
、」
と
。
崟
は
手
を
撫ぶ

し
て
大
い
に
駭
お
ど
ろ
き
て
曰
く
、「
天
下
豈あ
に

斯こ

の
人
有
ら
ん
や
？
」
と
。

と
い
う
召
使
い
と
韋
崟
の
会
話
に
よ
っ
て
、
任
氏
の
美
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
韋
崟
自
身
が
任
氏
に
会
っ
た
時
、

殆
過
於
所
傳
矣
。

殆
ど
伝
ふ
る
所
に
過
ぎ
た
り
。

と
噂
よ
り
綺
麗
だ
と
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
最
後
に
は
、
商
人
の
張
大
に

驚
嘆
さ
せ
、

其
容
色
之
動
人
也
如
此
。

其
の
容
色
の
人
を
動
か
す
や
は
此か
く

の
如
し
。

と
い
う
表
現
で
彼
女
の
美
貌
を
い
っ
そ
う
書
き
立
て
た
。
こ
の
よ
う
に
作
者
は

正
面
か
ら
の
叙
述
を
い
っ
さ
い
行
わ
な
ず
、
す
べ
て
局
外
者
の
眼
中
、
言
葉
お
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よ
び
想
い
な
ど
の
角
度
か
ら
、
彼
女
の
美
し
さ
を
極
限
ま
で
描
き
出
し
た
。
こ

れ
ら
の
側
面
か
ら
の
描
写
は
、
正
面
描
写
の
果
た
せ
な
い
効
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。
漢
の
楽
府
『
陌
上
桑
』
の
中
で
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
手
法
は
を

用
い
ら
れ
、
作
者
は
「
行
者
」「
少
年
」「
耕
者
」「
鋤
者
」
の
動
き
や
表
情
な

ど
の
描
写
を
通
し
て
、
側
面
か
ら
羅
敷
の
美
貌
を
際
立
た
せ
た
。
し
か
し
『
陌

上
桑
』
は
詩
で
あ
る
の
で
、『
任
氏
伝
』
の
よ
う
に
詳
し
く
述
べ
細
か
く
描
く

こ
と
が
で
き
な
い
。
清
の
『
紅
楼
夢
』
に
至
っ
て
は
、
曹
雪
芹
が
こ
の
よ
う
な

手
法
を
用
い
、
最
高
の
域
に
達
し
た
と
言
え
る
。
彼
は
晴

の
美
し
さ
を
直
接

に
は
一
字
も
書
い
て
な
い
が
、
王
夫
人
な
ど
の
会
話
、
あ
る
い
は
襲
人
ら
と
の

対
比
を
通
し
て
、
彼
女
の
美
貌
を
引
き
立
た
せ
た
。
晴

は
大
観
園
の
多
く
の

美
女
の
中
で
人
々
に
魅
了
さ
せ
る
最
も
美
し
い
女
性
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

従
っ
て
、
優
秀
な
作
家
は
前
人
の
み
ご
と
な
創
作
経
験
を
参
考
に
し
た
上
で
、

す
ぐ
れ
た
作
品
を
創
り
出
し
た
。
沈
既
済
が
任
氏
の
女
性
像
を
み
ご
と
に
描
き

出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、『
任
氏
伝
』
は
伝
奇
の
中
で
綺
麗
な
女
性
の
描
写
に

最
も
精
彩
に
富
ん
で
傑
作
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
妖
怪
で
も
、鸚
鵡
の
運
命
は
任
氏
よ
り
も
っ
と
不
遇
で
あ
る
。
キ
ツ
ネ

か
ら
変
身
し
た
彼
女
は
、神
鏡
の
前
で
間
も
な
く
正
体
を
現
す
時
、悲
し
く
歌
う
。

寶
鏡
寶
鏡
！
哀
哉
予
命
！
自
我
離
形
、
於
今
幾
姓
？
生
雖
可
樂
、
死
必
不

傷
。
何
爲
眷
戀
、
守
此
一
方
！

宝
鏡
宝
鏡
！
哀
し
い
か
な
予わ

が
命
！
我わ

が
形
を
離
れ
し
よ
り
、
今
に
幾
姓

い
く
せ
い

ぞ
？
生
は
楽
し
む
可べ

し
と
雖
も
、
死
も
必
ず
傷う
れ

へ
ず
。
何
為
な
ん
す

れ
ぞ
眷
恋
し

て
、
此
の
一
方
を
守
ら
ん
！

と
あ
る
。
人
間
世
界
の
生
活
に
対
し
て
な
ん
ら
未
練
を
残
す
も
の
は
な
い
。
こ

れ
は
当
時
の
社
会
に
風
刺
と
批
判
を
加
え
た
も
の
に
疑
い
な
い
。
ま
た
柳
毅
・

裴
航
に
対
し
て
夢
中
に
な
る
竜
女
・
雲
英
、
そ
し
て
勤
勉
勇
敢
で
あ
る
螺
精
な

ど
は
、
み
な
読
者
に
良
好
な
感
銘
を
与
え
た
。
伝
奇
中
の
こ
れ
ら
の
優
し
く
可

愛
い
女
性
像
は
、
千
年
後
の
『
聊
齋
志
異
』
中
の
形
象
と
相
照
ら
し
合
い
、
中

国
小
説
戯
曲
に
お
け
る
妖
怪
に
美
し
い
形
象
を
与
え
る
新
た
な
風
潮
を
打
ち
立

て
た
の
で
あ
る
。

上
述
の
任
氏
ら
の
女
性
像
は
、
表
現
手
法
に
お
い
て
次
の
二
点
が
注
目
に
値

す
る
。

（
一
）
偽
と
真
と
の
融
合
の
要
は
、
人
情
物
理
に
合
う
こ
と
で
あ
る
。
小
説

の
中
で
人
・
鬼
が
一
身
に
な
る
形
象
は
偽
り
で
あ
る
が
、
彼
女
た
ち
の
言
行
を

見
る
と
、
普
通
の
人
と
変
わ
ら
ぬ
人
間
的
形
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
偽
と
真

を
融
合
さ
せ
る
に
は
、
具
体
的
な
描
写
に
お
い
て
人
物
の
情
と
物
事
の
筋
が
通

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
情
真
理
真
」（
感
情
の
真
実
と
道
理
の

真
実
）
の
実
現
で
あ
る
。

（
二
）
創
作
に
お
け
る
虚
構
は
必
ず
生
活
上
の
真
実
を
下
敷
き
に
す
べ
き
で

あ
る
。
小
説
の
虚
構
は
捏
造
に
等
し
い
も
の
で
は
な
く
、
人
・
妖
が
一
身
に
な

る
形
象
は
、
現
実
に
お
い
て
あ
り
え
な
い
存
在
だ
が
、
任
氏
ら
の
女
性
像
の
顕

著
な
特
徴
は
、
人
間
の
真
実
の
感
情
と
動
物
の
鮮
明
な
特
徴
を
合
理
的
に
渾
然

一
体
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

唐
の
安
史
の
乱
（
七
五
五
）
以
後
は
、
朝
廷
の
権
威
が
地
に
墜
ち
、
節
度
使



伝
奇
と
佳
人
　
―
唐
代
小
説
に
お
け
る
女
性
像
に
つ
い
て
―

一
一

が
兵
権
を
擁
し
て
互
い
に
争
い
、
各
地
で
刺
客
を
蓄
え
て
暗
殺
を
図
る
風
潮
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
が
伝
奇
に
も
及
ん
で
、
多
く
の
侠
客

が
創
り
出
さ
れ
た
。
紅
線
（
袁
郊
の
『
甘
沢
謡
・
紅
線
』）
を
は
じ
め
、
紅
払

（
杜
光
庭
の
『

髯
客
伝
』）、
謝
小
娥
（
李
公
佐
の
『
謝
小
娥
伝
』）、
上
清

（
柳

の
『
上
清
伝
』）、
楊
娼
（
房
千
里
の
『
楊
娼
伝
』）、
聶
隠
娘
（
裴

の

『
伝
奇
・
聶
隠
娘
』）、
賈
人
妻
（
薛
用
弱
の
『
集
異
記
・
賈
人
妻
』）
な
ど
の
超

人
的
な
武
芸
を
身
に
つ
け
た
女
性
が
伝
奇
の
世
界
に
相
次
い
で
登
場
し
た
。
作

者
は
し
ば
し
ば
神
秘
的
な
筆
致
で
彼
女
た
ち
の
神
出
鬼
没
の
行
動
と
超
絶
し
た

技
を
描
い
て
お
り
、
結
果
と
し
て
物
語
と
人
物
は
ど
う
し
て
も
超
現
実
的
な
要

素
を
含
ま
ざ
る
を
得
な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
文
学
作
品
が
畢
竟
時
代
の
所
産
で
あ

る
以
上
、
侠
客
の
人
物
像
も
時
勢
の
影
響
を
受
け
た
産
物
だ
と
言
え
る
。
こ
れ

ら
の
女
性
像
か
ら
、
節
度
使
の
割
拠
に
よ
る
動
乱
の
社
会
状
況
、
あ
る
い
は
権

威
の
圧
迫
に
対
す
る
不
満
と
反
抗
、
さ
ら
に
作
者
の
正
義
へ
の
願
望
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

『
紅
線
』
は
袁
郊
の
編
む
小
説
集
『
甘
沢
謡
』
の
中
で
最
も
精
彩
に
富
ん
だ

作
品
で
あ
る
。
事
柄
は
奇
抜
で
、
し
か
も
登
場
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
の
紅
線
は
全
編

に
わ
た
っ
て
精
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
紅
線
は
非
凡
な
侠
客
で
あ
り
、
ま
た
身

分
が
低
い
侍
女
で
も
あ
る
。
彼
女
は

使
身
居
賤
隷
。

身
を
賎
隷
せ
ん
れ
い

に
居
ら
し
む
。

で
あ
っ
た
が
、

善
彈
阮
咸
、
又
通
經
史
。

善
く
阮
咸
（
楽
器
を
指
す
）
を
弾だ
ん

じ
、
又
経
史
に
通
ず
。

と
あ
り
、
ま
た
超
人
的
な
才
能
を
持
っ
て
い
る
。
彼
女
は
自
分
の
持
つ
秘
術
で

節
度
使
間
の
戦
争
を
制
止
し
、
最
後
に

兩
地
保
其
城
池
、
萬
人
全
其
性
命
。

両
地
其
の
城
池
を
保
ち
、
万
人
其
の
性
命
を
全
ま
つ
た

う
す
。

と
い
う
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
主
人
公
自
身
の
持
つ
二
重
身
分
と
対
応
し
て
、

紅
線
は
侠
客
の
神
秘
的
な
特
技
を
持
ち
な
が
ら
、
俗
世
の
人
間
性
も
備
え
て
い

る
。
例
え
ば
、

倏
忽
不
見
、
…
忽
聞
曉
角
吟
風
、
一
葉
墜
露
、
驚
而
起
問
、
即
紅
線
迴
矣
。

倏
忽
に
し
て
見
え
ず
。
…
忽
ち
聞
く
暁
角
風
に
吟
じ
、
一
葉
露
に
墜
つ
る

を
。
驚
い
て
起
ち
て
問
へ
ば
、
即
ち
紅
線
迴か
へ

れ
り
。

と
一
挙
に
七
百
里
を
往
復
し
た
こ
と
は
、
彼
女
の
超
人
的
な
と
こ
ろ
を
見
せ
て

い
た
と
同
時
に
、「
持
金
合
以
歸
（
金
合
を
持
し
て
以
て
帰
る
」
や
「
解
主
憂

（
主
の
憂
う
れ
い

を
解
く
）」
な
ど
の
行
動
は
、「
贖
其
前
罪
（
其
の
前
罪
を
贖
ふ
）」、

即
ち
自
身
の
自
由
を
獲
得
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
常
人
と
し
て
の
彼
女

の
思
い
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
こ
の
人
物
像
に
表
れ
た
の
は
、
動
乱
の
時
勢
に

お
い
て
人
々
が
平
和
・
自
由
そ
し
て
幸
せ
な
生
活
を
求
め
る
願
望
で
あ
る
。

生
き
生
き
と
し
た
主
人
公
を
描
き
出
す
た
め
、
作
者
は
多
種
の
表
現
手
法
を

施
し
て
い
る
。
紅
線
の
身
分
は
侍
女
で
才
知
が
抜
群
で
あ
っ
た
。
小
説
の
最
初

の
部
分
に
は
、
薛
嵩
の
軍
営
で
宴
会
を
開
い
た
時
、
彼
女
は
薛
嵩
に
、

羯
鼓
之
聲
頗
甚
悲
切
、
其
撃
者
必
有
事
也
。

羯
鼓
の
声
は
頗
る
甚
だ
悲
切
な
り
。
其
の
撃
つ
者
は
必
ず
事
有
ら
ん
。

と
言
っ
た
。
そ
こ
で
太
鼓
を
打
っ
て
い
る
者
を
尋
ね
る
と
、
其
の
妻
が
昨
夜
亡

く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
く
だ
り
は
、
彼
女
の
情
深
く
才
知
に
富
ん
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だ
特
徴
を
表
す
と
同
時
に
、
主
家
か
ら
信
頼
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
物
語
っ
て

い
る
。
こ
の
く
だ
り
は
彼
女
の
善
良
な
人
間
性
を
反
映
し
て
い
る
が
、
一
方
節

度
使
で
あ
る
田
承
嗣
の
寝
室
に
忍
び
入
っ
て
枕
元
の
金
盒
を
持
ち
帰
っ
て
相
手

の
心
胆
を
寒
か
ら
し
め
る
一
段
は
、
彼
女
の
超
人
的
な
武
芸
を
窺
わ
せ
る
に
足

る
。
両
地
の
節
度
使
は
一
触
即
発
の
状
態
に
あ
る
時
、
彼
女
の
尋
常
で
は
な
い

行
動
に
よ
っ
て
、
戦
争
の
勃
発
を
免
れ
た
。
こ
の
典
型
的
な
筋
を
通
し
て
、
側

面
か
ら
田
承
嗣
の
横
柄
で
見
か
け
倒
し
の
特
徴
、
お
よ
び
薛
嵩
の
軟
弱
で
意
を

曲
げ
て
も
折
り
合
っ
て
い
く
性
格
を
引
き
立
た
せ
る
一
方
、
正
面
か
ら
直
接
に

紅
線
の
超
人
的
な
武
芸
・
す
ぐ
れ
た
知
恵
を
物
語
っ
て
い
る
。
作
者
は
ま
さ
に

侠
客
と
侍
女
と
い
う
二
重
身
分
を
備
え
る
特
徴
を
捉
え
、
典
型
的
な
事
柄
を
通

し
て
、
特
徴
に
富
ん
だ
紅
線
の
人
物
像
を
描
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

「
主
の
憂
う
れ
い
を
解
く
」
と
い
う
主
家
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
紅
線
と
全
く
異
な
り
、

『

髯
客
伝
』
中
の
紅
払
は
自
分
の
主
人
を
極
め
て
蔑
ん
で
い
た
。
そ
の
主
人

で
あ
る
隋
の
司
空
の
楊
素
が
権
勢
を
振
る
う
時
、
彼
女
は
自
由
と
愛
情
に
あ
こ

が
れ
て
毅
然
と
し
て
家
出
し
、
そ
の
時
ま
だ
布
衣
で
あ
っ
た
唐
建
国
の
功
臣
李

靖
の
も
と
に
駆
け
つ
け
た
。
そ
の
行
動
の
原
因
に
つ
い
て
、
彼
女
が
こ
う
打
ち

明
け
て
い
る
。

妾
侍
楊
司
空
久
、
閲
天
下
之
人
多
矣
、
無
如
公
者
。
絲
蘿
非
獨
生
、
願
託

喬
木
、
故
來
奔
耳
。

妾
は
楊
司
空
に
侍
す
る
こ
と
久
し
く
、
天
下
の
人
を
閲
す
る
こ
と
多
き
も
、

公
に
如
く
者
無
し
。
絲
蘿
は
独
生
す
る
も
の
に
非
ず
、
願
は
く
は
喬
木
に

託
せ
ん
と
、
故
に
来
た
り
奔
る
の
み
。

李
靖
の
衆
に
抜
き
ん
で
た
才
能
と
自
分
の
人
を
見
ぬ
く
眼
力
を
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
作
者
は
楊
家
か
ら
逃
げ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
苦
心
し
て
時
機
を
選
ん

で
巧
み
に
偽
装
を
行
う
か
を
叙
述
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
彼
女
の
大
胆
聡
明
さ

を
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
紅
払
と
李
靖
は
長
安
か
ら
太
原
へ
逃
げ
る
途
中
の

旅
館
で

髯
の
異
人
に
遇
い
、
そ
こ
で
作
者
が
そ
の
三
人
の
行
動
を
対
比
的
に

叙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
、
特
に
紅
払
の
特
徴
を
明
ら
か
に

示
し
た
。
旅
館
で
紅
払
は
長
い
髪
を
梳
い
て
い
て
、
李
靖
は
馬
を
は
ら
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、

髯
の
客
が
や
っ
て
来
て
、
カ
バ
ン
を
抛
り
出
し
、
枕
を
取
り
寄

せ
、
ご
ろ
り
と
横
に
な
っ
て
、
紅
払
の
髪
を
梳
い
て
い
る
の
を
見
守
っ
て
い
た
。

李
靖
は
そ
の
失
礼
な
行
為
に
対
し
て
非
常
に
怒
っ
た
が
、
口
に
は
出
さ
ず
、
紅

払
は

髯
の
客
の
顔
色
を
じ
っ
と
見
て
取
り
、
李
靖
に
手
を
揺
さ
ぶ
っ
て
見
せ
、

怒
ら
な
い
よ
う
に
と
合
図
し
た
あ
と
、

髯
の
客
に
近
づ
い
て
名
前
を
尋
ね
た
。

以
上
の
場
面
か
ら
、
異
人
で
あ
る

髯
の
客
の
豪
快
で
礼
節
に
拘
泥
し
な
い
こ

と
、
あ
る
い
は
李
靖
の
腰
抜
け
で
我
慢
す
る
態
度
を
見
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、

紅
払
の
人
物
像
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
性
格
上
の
特
徴
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
、
見
識
豊
富
で
落
ち
着
き
が
あ
る
。
彼
女
は
嘗
て
大
官
僚
楊
素
の
侍

女
で
あ
っ
た
の
で
、

髯
の
客
が
失
礼
に
も
髪
を
梳
く
の
を
見
て
い
た
時
、
恥

ず
か
し
そ
う
に
し
た
り
あ
わ
て
た
り
す
る
こ
と
が
全
く
な
く
、
か
え
っ
て
落
ち

着
い
て
相
手
を
注
意
深
く
見
て
い
た
。
次
に
、
聡
明
な
機
転
で
人
を
見
分
け
ら

れ
る
。
当
初
李
靖
と
出
逢
っ
た
と
同
じ
く
、
彼
女
は
一
面
識
も
な
い

髯
の
客

を
見
つ
め
た
あ
と
、
彼
が
知
り
合
う
に
値
す
る
英
傑
だ
と
確
信
し
、
自
ら
お
互

い
に
名
前
を
尋
ね
あ
い
、
結
局
は
良
い
友
人
と
な
っ
た
。
第
三
、
人
や
物
事
に

接
す
る
態
度
が
行
き
届
い
て
い
る
。
一
人
の
女
性
と
し
て
、
彼
女
は
、
李
靖
の

怒
っ
た
心
情
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、

髯
の
客
に
話
し
か
け
る
前
、
ま
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ず
李
靖
に
怒
ら
な
い
よ
う
に
と
合
図
し
、
二
人
の
不
愉
快
な
気
持
ち
を
和
ら
げ
、

自
分
自
身
の
ど
ち
ら
も
難
し
い
立
場
を
う
ま
く
抜
け
出
し
た
。
清
の
著
名
な
画

家
で
あ
る
任
伯
年
（
一
八
四
〇
〜
一
八
九
六
）
が
描
い
た
水
墨
画
「
風
塵
三
侠

図
」
の
中
に
、

髯
の
客
は
画
面
の
中
央
に
立
っ
て
主
人
公
と
な
っ
て
い
る
が
、

原
小
説
の
こ
の
場
面
に
お
い
て
、

髯
の
客
と
李
靖
は
紅
払
の
個
性
を
際
立
た

せ
る
た
め
の
引
き
立
て
役
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

紅
線
・
紅
払
の
人
物
像
と
比
べ
て
、
そ
の
ほ
か
の
侠
客
像
は
ず
い
ぶ
ん
見
劣

り
が
す
る
。
聶
隠
娘
も
災
害
を
消
滅
さ
せ
る
女
侠
だ
が
、
そ
の
宗
教
的
な
神
秘

の
色
は
さ
ら
に
濃
厚
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
自
分
の
後
頭
部
を
切
り
開
い
て
匕
首

を
お
さ
め
、
白
昼
の
町
中
で
人
を
殺
し
て
も
誰
に
も
気
付
か
れ
な
い
な
ど
、
神

の
如
き
ふ
る
ま
い
で
読
者
を
驚
か
せ
た
。
ま
た
謝
小
娥
は
男
装
し
、
賈
人
妻
は

十
年
間
の
苦
し
み
を
我
慢
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
父
と
夫
と
の
復
讐
を
果
た
し
た
。

さ
ら
に
楊
娼
は
主
人
の
恩
に
報
い
る
た
め
、
自
ら
命
を
絶
っ
て
、
上
清
は
危
険

を
恐
れ
ず
、
主
人
の
冤
罪
を
す
す
い
だ
。
こ
れ
ら
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
客
観
的
に

当
時
の
動
乱
す
る
時
勢
を
反
映
し
、
し
か
も
伝
奇
中
の
女
性
像
を
豊
か
に
し
た

の
で
あ
る
。

上
述
し
た
紅
線
ら
の
侠
客
像
は
、
一
つ
の
興
味
深
い
特
徴
を
含
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
中
国
古
典
文
学
に
お
い
て
、
一
般
的
に
非
凡
な
才
能
を
持
つ
侠
客
像
は

男
性
で
あ
る
が
、
伝
奇
の
世
界
に
女
性
の
侠
客
を
登
場
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、

男
性
を
圧
倒
す
る
痛
快
さ
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
当
時
の
乱
れ
た
世
相

と
女
性
の
実
際
の
生
活
の
反
映
で
も
あ
る
。
特
に
侍
女
で
あ
る
紅
線
や
紅
払
ら

の
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
賎
民
階
級
」
に
属
す
る
女
性
を
侠
客
に
な
ら
せ
た
こ
と

は
、
従
来
の
「
男
尊
女
卑
」
・
等
級
分
明
の
封
建
社
会
に
対
す
る
一
種
の
大
き

な
反
発
だ
と
言
え
よ
う
。

上
述
し
た
四
種
の
人
物
像
は
、
伝
奇
の
女
性
像
の
基
本
的
な
骨
組
み
と
し
て
、

唐
代
伝
奇
の
中
国
小
説
史
上
に
お
け
る
重
要
な
位
置
を
確
立
さ
せ
た
。
そ
の
役

割
と
影
響
は
次
の
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
伝
奇
の
作
者
が
初
め
て
人
物
像
の
描
写
を
最
も
重
要
視
し
た
こ
と
。

こ
れ
は
中
国
小
説
史
上
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
言
え
る
。
人
物
像
の
描
写
は
、

詩
文
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
小
説
戯
曲
な
ど
の
叙
事
類
型
の
基
本
的
な
要

素
で
あ
る
。
小
説
の
創
作
は
人
物
像
の
描
写
を
重
要
視
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て

は
、
明
清
時
代
の
文
学
理
論
家
が
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
葉
昼
の

「
逼
真
説
」
や
、
金
聖
歎
の
「
性
格
説
」、
お
よ
び
張
竹
坡
の
「
人
情
説
」
な
ど

は
、
み
な
小
説
中
に
お
け
る
人
物
像
の
性
質
に
対
す
る
代
表
的
な
批
評
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
の
創
作
に
お
い
て
、
人
物
像
の
描
写
を
重
視
す
る
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
の
は
伝
奇
の
作
者
で
あ
る
。
中
国
の
文
言
小
説
は
、
秦
・
漢
の
史
書
伝

記
、
六
朝
の
志
怪
志
人
を
経
て
、
唐
の
伝
奇
に
な
っ
て
大
き
な
変
遷
を
遂
げ
た
。

そ
れ
は
即
ち
描
写
の
対
象
が
「
神
怪
」
か
ら
「
人
間
」
へ
、
表
現
の
手
法
も
事

実
の
記
録
か
ら
意
識
的
に
作
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
顕
著
な
特

徴
は
見
事
に
多
く
の
人
物
像
を
描
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
伝
奇
の
作
者
が
人
物
性
格
の
個
性
化
を
描
き
出
し
始
め
た
と
い
う
点

も
注
目
に
値
す
る
。
上
述
し
た
女
性
像
の
分
類
は
、
そ
の
人
物
像
に
表
し
た
社

会
状
況
と
生
活
の
様
子
、
お
よ
び
作
者
の
感
情
と
考
え
方
に
基
づ
い
た
も
の
で
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あ
る
が
、
ま
た
人
物
自
身
の
持
つ
性
格
特
徴
に
よ
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。
霍
小

玉
ら
の
現
実
的
な
女
性
像
が
伝
え
た
悲
劇
の
感
情
や
、
倩
娘
ら
の
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
女
性
像
に
潜
ん
だ
理
想
の
意
識
、
そ
し
て
任
氏
ら
の
志
怪
の
遺
風
を
感
じ

さ
せ
る
形
象
に
示
さ
れ
た
人
情
物
理
、
さ
ら
に
紅
線
な
ど
の
侠
客
像
に
見
せ
た

二
重
の
身
分
な
ど
に
は
、
み
な
人
物
像
の
典
型
的
な
性
格
が
染
み
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
伝
奇
の
作
者
が
同
じ
類
型
の
人
物
に
異
な
る
性
格
の
特
徴
を
描
き
出
す

こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
同
じ
く
妾
で
し
か
も
悲
運
に
遭
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、

思
い
切
っ
て
大
胆
に
愛
情
を
求
め
る
歩
飛
烟
と
、
我
慢
強
く
ど
ん
な
境
遇
に
も

安
ん
ず
る
柳
氏
と
は
全
く
異
な
る
性
格
で
あ
る
。
共
に
侠
客
で
非
凡
な
秘
術
を

持
っ
て
い
た
が
、
聡
明
機
転
で
毅
然
と
し
て
家
出
し
た
紅
払
は
、
重
厚
善
良
で

主
家
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
紅
線
と
ま
た
同
じ
で
な
い
。
同
じ
く
愛
情
を
ひ
た
む

き
に
求
め
る
女
性
と
し
て
、
倩
娘
と
無
双
は
ま
た
相
異
な
る
個
性
を
反
映
し
、

共
に
人
と
キ
ツ
ネ
が
融
合
し
た
存
在
な
が
ら
、
任
氏
と
鸚
鵡
は
異
な
る
特
徴
を

体
現
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
奇
に
登
場
し
た
人
々
は
、
み
な
特
徴
的
な
性
格

を
備
え
る
人
物
像
に
描
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
伝
奇
の
作
者
が
初
め
て
意
識
的
に
現
実
主
義
と
浪
漫
主
義
を
融
合
す

る
表
現
法
を
用
い
、
伝
奇
性
が
現
実
性
の
中
に
寓
さ
れ
た
。
事
実
上
、
最
初
の

神
話
伝
説
か
ら
明
清
の
長
編
小
説
に
至
る
ま
で
の
中
国
小
説
は
、
ほ
と
ん
ど
虚

実
を
交
互
に
し
、
真
実
と
幻
想
を
交
え
合
う
の
で
あ
る
が
、
伝
奇
に
お
い
て
初

め
て
そ
の
両
者
は
人
情
物
理
、
即
ち
人
物
の
心
理
と
生
活
の
論
理
に
基
づ
い
て

融
合
さ
れ
、
人
物
像
の
描
写
も
ま
た
現
実
的
な
土
壌
の
中
に
根
を
下
ろ
し
た
。

夢
に
前
兆
を
表
し
た
霍
小
玉
、
魂
が
体
か
ら
抜
け
出
た
倩
娘
、
人
と
キ
ツ
ネ
が

融
合
し
た
任
氏
、
侠
客
と
侍
女
を
兼
ね
た
紅
線
な
ど
は
、
み
な
す
べ
て
現
実
の

上
で
創
り
出
さ
れ
た
怪
異
に
富
ん
だ
人
物
像
で
あ
る
。

（
四
）
伝
奇
は
中
国
小
説
史
に
お
い
て
前
を
承
け
て
後
を
啓
く
と
い
う
役
割

を
果
た
し
た
と
言
え
る
。
神
話
伝
説
や
、
秦
・
漢
の
史
書
伝
記
、
お
よ
び
六
朝

の
志
怪
志
人
の
影
響
を
受
け
た
上
で
、
伝
奇
の
作
者
が
創
り
出
し
た
女
性
像
は
、

性
格
特
徴
の
描
写
か
ら
、
表
現
手
法
の
運
用
や
物
語
の
構
想
、
お
よ
び
作
品
に

表
し
た
主
題
な
ど
ま
で
、
後
世
の
小
説
戯
曲
へ
多
大
な
影
響
を
及
ば
し
た
。
文

言
短
編
小
説
の
王
と
称
え
ら
れ
る
『
聊
齋
志
異
』
の
中
に
も
任
氏
ら
の
女
性
像

の
影
が
随
所
に
窺
わ
れ
る
。
元
・
明
の
戯
曲
の
中
、
霍
小
玉
は
湯
顕
祖
の
『
紫

釵
記
』
中
の
女
主
人
公
と
な
り
、
倩
娘
も
鄭
光
祖
の
『
倩
女
離
魂
』
劇
の
主
役

と
な
っ
て
、『
鶯
鶯
伝
』
は
後
に
千
古
の
名
劇
『
西
廂
記
』
の
源
に
な
り
、
紅

線
・
紅
払
な
ど
の
女
性
像
も
戯
曲
家
が
取
材
す
る
理
想
的
な
ヒ
ロ
イ
ン
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
も
し
元
代
の
愛
情
劇
が
い
わ
ゆ
る
「
西
廂
式
」「
還
魂
式
」「
誤

会
式
」「
人
神
恋
愛
式
」「
離
而
複
合
式
」「
商
人
・
書
生
・
妓
女
相
恋
式
」
の

六
種
類
で
あ
る
（
８
）

な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
は
す
べ
て
上
述
し
た
四
種
の
女

性
像
の
枠
を
越
え
て
い
な
い
と
言
え
る
が
、
こ
の
一
斑
を
見
て
も
伝
奇
の
後
世

の
文
学
へ
の
影
響
を
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
伝
奇
に
登
場
す
る
佳
人
像
は
、
鑑
賞
価
値
の
高
さ
と
認
識
の
深

さ
に
お
い
て
読
者
に
刮
目
さ
せ
、
伝
奇
の
中
国
小
説
発
展
史
に
お
け
る
重
要
な

地
位
を
確
立
さ
せ
、
ま
た
文
学
作
品
を
人
物
像
の
描
写
を
重
視
す
べ
く
方
向
付

け
た
の
で
あ
る
。



伝
奇
と
佳
人
　
―
唐
代
小
説
に
お
け
る
女
性
像
に
つ
い
て
―

一
五

（
１
）王
国
維
に
よ
れ
ば
、「
伝
奇
」
と
い
う
概
念
に
は
唐
代
か
ら
明
代
に
至
る
ま
で
四
回
の

変
化
が
あ
っ
た
。
魯
迅
の
『
中
国
小
説
史
略
』
に
「
唐
の
伝
奇
文
」
と
い
う
語
を
用

い
て
か
ら
、
伝
奇
は
ま
ず
唐
代
の
小
説
を
指
す
も
の
と
し
て
定
着
す
る
。
詳
し
く
は
、

拙
稿
「
西
廂
故
事
の
流
伝
と
『
伝
奇
』
―
―
『
伝
奇
』
と
い
う
名
称
の
変
遷
を
め
ぐ

っ
て
―
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
集
、
一
九
九
八
年
十
月
）
参
照
。

（
２
）近
藤
春
雄
氏
『
唐
代
小
説
の
研
究
』
第
五
節
「
主
要
作
品
に
つ
い
て
」（
笠
間
書
院
、

昭
和
五
三
年
一
二
月
）、
竹
田
晃
氏
「
才
子
佳
人
の
物
語
」、（『
し
に
か
』
一
九
九
七

年
第
十
号
、
大
修
館
書
店
）、
杜
愛
賢
氏
「
至
情
女
子
与
練
達
女
妓
―
―
唐
伝
奇
中
霍

小
玉
・
李
娃
両
個
人
物
形
象
的
比
較
―
―
」（『
文
史
知
識
』
二
〇
〇
〇
年
第
一
期
）

な
ど
。

（
３
）陳
寅
恪
『
元
白
詩
箋
証
稿
』
第
一
一
一
頁
「
読
鶯
鶯
伝
」
に
「
然
則
鶯
鶯
所
出
必
非

高
門
、
實
無
可
疑
也
。
…
若
鶯
鶯
果
出
高
門
甲
族
、
則
微
子
無
事
更
婚
韋
氏
」（
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
三
月
）。

（
４
）唐
・
孫

『
北
里
志
・
序
』
に
「
其
中
諸
妓
、
多
能
談
吐
、
頗
有
知
書
言
話
者
。
自

公
卿
以
降
、
皆
以
表
徳
呼
之
。
其
分
別
品
流
、
衡
尺
人
物
、
應
對
非
次
、
良
不
可
及
」

（『
叢
書
集
成
初
編
・
文
学
類
』
所
収
）。
ま
た
、
斎
藤
茂
訳
注
『
教
坊
記
・
北
里
志
』

（『
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
五
四
九
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
５
）本
稿
で
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、
汪
辟
疆
校
録
『
唐
人
小
説
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
八
二
年
）
を
底
本
と
し
、『
太
平
広
記
』
な
ど
を
参
校
し
た
。
な
お
、
訓
読
に
関
し

て
は
内
田
泉
一
助
他
訳
『
唐
代
伝
奇
』（
明
治
書
院
・
新
釈
漢
文
大
系
四
四
・
一
九
七

一
年
）
を
参
照
し
た
。

（
６
）明
・
胡
応
麟
『
少
室
山
房
筆
叢
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
）
巻
三
十
六
「
二
酉
綴

遺
」

（
７
）魯
迅
『
中
国
小
説
史
略
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
七
三
年
）
第
八
篇
「
唐
之
伝
奇

文
（
上
）」。
訳
は
中
島
長
文
訳
注
『
中
国
小
説
史
略
』（
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
六
一
八
、

一
九
九
七
年
）
に
拠
っ
た
。

（
８
）李
真
瑜
氏
「
元
代
愛
情
劇
体
式
浅
説
」（『
光
明
日
報
』
一
九
八
七
年
二
月
二
四
日
）


